
 

ドキ読み（家読）のおすすめ              

田代小では『ドキ読み』として、家で読書をする活動（家読ーうちどく）をすすめています。読

書を通して家族のコミュニケーションを図ろうというものです。家族で一緒に本を読んだり、読ん

だ本の感想を語り合ったり、本をすすめあったりしてみてください。読書体験を家族で共有するこ

とで生活リズムの向上にもつながります。ぜひ、家族が寄り添いながら『ドキ読み』をしてみてく

ださい。 

『ドキ読み』の約束       

①  今年度から月１回、毎月２０日にします。 

②  １日２０分を目安に読みましょう。  

③  テレビなどを消し、静かな環境で読みましょう。 

④  読んだ本について家族で話しましょう。 

              ＊習慣的に本についての会話を楽しみましょう！ 

    ⑤ 読んだ本の題名、感想、メッセージなどを学校から配付する「ドキよみカード」に 

      書いてください。 
     ＊１年生には書き方の説明プリントを、あわせて配付させていただきました。 

おすすめの本 先日の給食には田代小産の豆が登場！今回は豆や自然の本を紹介します！  

 

 

                                        

「そらまめくんのベッド」       なかや みわ・文／絵     福音館書店 

 そらまめくんの宝物は、ベッド。雲のようにふわふわで、わたのようにやわらかいんです。だから。誰

にもつかわせようとしません。ところがある日、大事なベッドがなくなってしまいます。さんざん探し

て、とうとうベッドを見つけたそらまめくんは・・・？ 

「ジャックとまめの木」        森山 京・文 村山 勉・絵    小学館 

 ある日、牛とひきかえに不思議な豆を手に入れたジャック。つるはぐんぐん空までのびて・・・。ひょ

んなことから宝物を手に入れる少年の物語を、村上勉先生のすてきな絵でお贈りします。 

「ふしぎな たね」                安野 光雅・作／絵    童話屋 

むかしあるところに、なまけものの男が住んでいました。仙人からもらったふしぎなたね。自然の摂理

は順序正しく整然としています。人間の暮らしもその摂理に従っています。当たり前のことですが、その

当たり前のことが、よく考えてみると、不思議です。 

「花よりも小さく」              星野 富弘・著      偕成社 

 自然や人に対する愛にあふれた詩画やエッセイを描く“花シリーズ”の４作目。豊かな世界を広げる花

の詩画。2003年までの詩画59点と近況を伝えるエッセイ24編を収録。 
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